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第１章 子どもの読書活動推進の意義と状況 

１ 子どもの読書活動の意義 

2001 年 12 月に制定された「子どもの読書活動の推進に関する法律」（※

１）では、その第 2 条「基本理念」で、子どもの読書活動について次のよ

うに述べています。 

「子どもの読書活動は、子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を

高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けてい

く上で欠くことのできないものであることにかんがみ、すべての子どもが

あらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができ

るよう、積極的にそのための環境の整備が推進されなければならない。」 

また、2003 年 1 月に公表された文化審議会国語分科会の「これからの時

代に求められる国語力について―審議経過の概要―」は、国語力の向上と

読書の関係について、「読書は、国語力を形成している『考える力』、『感

じる力』、『創造する力』、『表す力』、『国語の知識等』のいずれにも

関わり、これらの力を育てる上で中核となるものである。また、すべての

活動の基盤である『教養・価値観・感性』などを生涯を通じて身につけて

いくために不可欠、というより、読書なしに教養等を形成していくことは

あり得ないと言えるくらいに重要なものである。」と述べています。 

読書は、決して受動的な行為ではなく、すぐれて能動的な行為です。本

を開いているあいだ常に意識を集中して、ひとつひとつの言葉から意味を

くみ取り、整合性のあるイメージを自ら作り上げる努力が求められます。

このように読書にはある程度の忍耐が必要ですが、ひとたび心躍る本との

出会いを経験した子どもは、読書を生涯にわたる習慣とすることができま

す。 

人間が生きていく上で読書の持つ意義は計り知れないものですが、とり

わけ子どもにとって本を読む習慣を身に付けることは、長い人生を生き抜

く上でとても大切な力を獲得することにほかなりません。それは、複雑化

した現代社会にあって、より良く生きるための不可欠の条件です。 

    

２ 子どもたちの読書の状況 

東京都の調査（※２）では、対象の児童・生徒がこの 1 カ月に本を読ん

だことがあるかを調べたところ、児童・生徒の 80.4％が本を読んだと答え

た一方、「まったく読んでいない」という児童・生徒も 18.3％いました。ま

た、「まったく読んでいない」という児童・生徒にその理由を聞いたところ、

「本を読む時間がなかったから」が最多数の 42.3％という結果となってい

ます。 
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読書に費やす時間が注目される理由のひとつは、読書を行う時間が文章

の読解力に関係しているからですが、学校、部活、塾に忙しい子どもたち

には、読書に費やす時間が限られているのが現状です。 

 また、統計（※３）によれば、インターネットや携帯電話、ゲーム機器

などに費やす時間が確実に増加しています。さらに、塾や習いごとに通う

子どもも、小学校高学年と中学生で年々増加し、一方睡眠時間が徐々に短

くなっている状況も報告されています。 

このような状況の中で、子どもたちが多くの本と出会う機会をつくり出

し、読書のすばらしさや楽しさを体験できるよう、家庭、地域、学校等が

連携し読書環境の整備を行うとともに、社会全体で子どもの読書活動を支

えていく必要があります。 

 

（※１）参考資料参照 

     （※２）平成 25 年度「児童・生徒の読書活動状況」等に関する調査 

        【Ｈ26．3：東京都教育委員会（参考資料）】 

     （※３）青少年のインターネット利用環境実態調査【Ｈ25．3： 

内閣府】 
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第２章 子ども読書活動推進計画の策定 

１ 子ども読書活動推進計画の策定根拠 

「子どもの読書活動の推進に関する法律」は、2001 年 12 月に超党派の議

員立法により制定されました。この法律では、第 9条で「国及び都道府県、

市町村はそれぞれ、読書活動推進計画の策定に努め、公表しなければなら

ない」とし、また「読書環境の整備は地方公共団体の責務である」ことが

明記されました。 

 

２ 町田市における子ども読書活動推進計画 

（１）町田市のこれまでの取組 

町田市では、「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づき、2004

年 12 月に「町田市子どもマスタープラン（主管課：子ども総務課）」の

一部として「町田市子ども読書活動推進計画」を策定し、2010 年 3 月に

は「第二次町田市子ども読書活動推進計画」（以下、「第二次計画」と

いう。）を作成しました。これは、町田市の子どもの読書活動に関する

総合的な施策を、それぞれ 5 ヵ年の計画としてまとめたものです。そし

て、この度 2014 年度で「第二次計画」が終了しますが、子どもの読書活

動の推進を引き続き充実させていくため、ここに「第三次町田市子ども

読書活動推進計画」（以下、「第三次計画」という。）を策定すること

としました。 

 

（２）「町田市教育プラン」 

町田市教育委員会は 2009 年 2 月に、町田市における教育の振興のため

の施策に関する基本的計画である「町田市教育プラン」（以下、「教育プ

ラン」という。）を策定し、2013 年度に教育を取り巻く社会状況の変化に

合わせて改定しました。 

学校教育では、学校図書館における子どもたちへの読書環境の充実・

整備が、また、生涯学習の分野では学習機会の提供および自主的な学習

の支援が明記されており、図書館の利便性の更なる向上など、読書活動

に関する各施策が盛り込まれています。 
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第３章 「第二次町田市子ども読書活動推進計画」の成果と課題 

１ 「第二次計画」の取組 

 「第二次計画」では、考え方を明確にするため 3つの基本目標を定め、それ

に従って取組を進めました。 

 

 

 

 

 

 

 
２ 成果と課題 

 （１）成  果 

   「第二次計画」期間の主な成果として以下の取組を行いました。 

①  各種ブックリストの配布及びとしょかん１ねんせい事業の実施 

赤ちゃん向け絵本ガイド、ならびに年齢別ブックリスト（3・4・

5 歳、新 1 年生、小学校低・中・高学年向け）を対象者へ配布しま

した。また、2012 年度から新 1年生にはブックリストの配布ならび

に図書館での利用登録を促す「としょかん 1ねんせい」事業を実施

しました。2013 年度は新 1 年生の 12.3％に当たる 468 人が図書館

の利用登録（更新含む）を行い、のべ 911 人の子どもたちが新たに

図書館利用者となりました。これらの事業を実施し、子どもと本が

出会うきっかけを増やしました。 

 

②  学校図書館運営の充実 

       図書資料の充実やコンピュータシステムの導入など環境整備を

すすめました。また、2010 年度から毎年 7、8月には基礎的な内容

の「学校図書館と図書指導員の役割の実際」及び、実践的な内容の

「学校図書館を活用した調べ学習のつくりかた」、「ブックトーク

について（実演）」研修会を行いました。さらに、毎年 8月には専

門的な内容の「学校図書館の活用研修」を中央図書館で実施しまし

た(指導課・図書館）。のべ 943 人にこれらの研修を実施すること

で、子どもの読書にかかわる人材の育成を行いました。 

  

③  まちだとしょかん子どもまつりの全館開催 

基本目標１：子どもが本と出会うきっかけ作り 

 
基本目標２：いつでも身近なところに本がある環境作り 

 
基本目標３：子どもの読書に関わる人の配置と育成 
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      2010 年に開催された記念行事をきっかけにして、図書館に登録

している市民団体のうち主に子どもに関わる団体を中心に呼びか

けを行った結果、「まちだとしょかん子どもまつり実行委員会」が

組織されました。実行委員会主催のもと、2013 年度第 3 回まちだ

としょかん子どもまつりは、2014 年 3 月 27 日から 3 月 30 日まで

の 4 日間開催され、町田市立図書館全館での開催となりました。

前年度と比較して催しは 29 増加し、45 の催しに対し、参加者は合

計 1,280 人（昨年比 296 人増）と盛況でした。子どもまつりとい

う形で図書館と本に親しみを持ってもらうことで読書推進の機運

を盛り上げました。 

 

④  各子ども関連施設での乳幼児向けおはなし会の情報提供の充実 

各保育園、幼稚園、子どもセンター等が地域の子育て家庭に向け

本と触れあう機会を充実させるため、乳幼児向けおはなし会開催情

報を子育てひろばカレンダー、キッズページ、各地域子育て相談セ

ンターだより等で積極的にＰＲし、子どもと本が出会うきっかけを

増やすことができました。 

 

（２）課  題 

「第二次計画」の計画期間終了に際して、その策定手法や取組の進捗

状況を振り返ってみると、以下のような課題・問題点を指摘することが

できます。 

①  「第二次計画」は、5ヵ年の計画スケジュールに沿って取組を

すすめてきましたが、状況の変化に応じた柔軟で効率的な取組の

実施が必ずしも十分にできませんでした。各年度の状況に応じ、

庁内各課および市民との新たな連携や取組を模索する等、適切な

実施が必要です。 

 

②  「第二次計画」では、図書資料の充実やコンピュータシステム

の導入など学校図書館の充実、整備が図られ、また、図書指導員

研修など新たな研修が実施され効果をあげることができました

が、取組に対する学校間の格差を完全に埋めることはできません

でした。先進的な学校の取組の他学校への普及等が望まれます。 
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第４章 「第三次町田市子ども読書活動推進計画」の策定 

 １ 基本理念 

   自ら進んで本を読む子を育てる 

   「第三次計画」の策定に当たっては、「第一次計画」・「第二次計画」の基

本的な考え方を継承・発展させることとし、市と市民が連携して、自ら

進んで本を読む子を育てることを基本理念としました。 

  

２ 基本目標 

   基本理念を達成するために、引き続き 3つの基本目標を定めました。 
   基本目標１：子どもが本と出会うきっかけ作り 
   基本目標２：いつでも身近なところに本がある環境作り 
   基本目標３：子どもの読書に関わる人の配置と育成 
   これらのことを通じて、子どもたちがかけがえのない本と出会い、生涯   
   にわたって主体的に読書する習慣を身に付け、より深く豊かな人生を生

きることができるよう、子どもの読書活動に関わるすべての人びとが全

力を挙げて取り組むこととします。 
  

３ 取組について 

取組は基本目標に合わせて区分けしました。 個々の取組は、その内容や、

実施主体、今後の方針等を「取組シート」として記載し、第 6章にまとめ

て示しました。 

  

４ 計画における子どもの定義 

   0 歳から 18 歳までを対象とします。 

 

 ５ 計画の期間 

   2015 年度から 2019 年度までの 5 年間とします。 

 

 ６ 計画の進行管理 

   関連部署・施設等と情報交換を行いながら、子どもの読書活動の進捗状 
況を確認し、各年度の状況に応じた適切な取組を実施するため、引き続き 

「町田市子ども読書活動推進計画推進会議」を毎年度開催します。 
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第５章 市民と行政の協働 

１ 市民の役割 

（１）子どもの自主性を大切に 

子どもの興味や関心は多様であり、年齢とともに変化するものです。大

人の価値観や既成概念を押し付けたりするのではなく、子どもと子ども

の可能性を広げる様々な本との出会いを実現することが大切です。 

（２）大人の手本が育てる読書の習慣 

   いつも本に親しんでいる大人が身近にいる。これこそが子どもの読書

習慣の形成に、もっとも効果的です。言葉で読書の大切さを説くよりも、

大人自身様々な本を読み、楽しんでいる姿を見せることや忙しい毎日の

中でも子どもとの読書の時間を大切にする姿勢こそが、子どもを読書に

誘う近道です。 

 

２ 行政の役割 

（１）市民活動を活かす支援 

   子どもの読書に関わる団体や組織、ボランティアの活動が、さらに広が

り深まるよう、行政は様々な方法で支援します。 

図書館のほか文学館や生涯学習センター、教育総務課、指導課、子ども

総務課、児童青少年課、子育て支援課、健康課など、子どもに関わる施策

を担当する各課が、それぞれの持ち味を活かして、市民活動を応援するス

テージとノウハウを提供します。 

（２）子どもの読書に関わる人材の育成 

   子どもたちが、かけがえのない本と出会うには、子どもが好きで本のこ

とを良く知っている「人」の存在が不可欠です。子どもの読書に寄り添い、

適切な手助けをしてくれる人材の育成に努めます。 

（３）推進計画の周知、理解促進 

  子どもの読書活動推進の主役は市民自身です。家庭や地域等、子ども

の読書に関わるすべての大人が推進計画の理念に共鳴し子どもの読書活

動推進の輪が広がるよう行政は広報やホームページ等様々な方法で周知

に努めます。 

 

３ ライフステージに応じた各施設の取組 

（１）家庭・地域と図書館 

   子どもたちにとって最初の読書への入り口は、各家庭での語り聞かせ

や読み聞かせです。また、地域の子どもたちを対象とした文庫や読書会は、

子どもたちにとって本や大人との出会いの場として、大変重要な役割を
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担っています。家庭や地域でのそうした自主的な活動を、図書館は資料・

情報の提供を通じて支援します。 

（２）保育園・幼稚園・こども園 

市内には公立保育園のほか法人立保育園、私立幼稚園などがあります

が、読書活動に関わる環境や条件は施設によって大きく異なります。また、

それぞれの施設に関わる人びとが、相互に情報交換や交流する機会も限

られているのが現状です。 

各園は、市の関係部署や関係機関と連携しながら、読書活動に関して各

施設間の情報の共有に努めます。また、保護者に向けては、機会あるごと

に子どもの本に関する情報等を提供するように心がけます。図書館は、団

体貸出制度等を通じて、各施設の資料の充実を支援します。 

（３）小学校・中学校 

小中学校の学校図書館は、多くの子どもたちが初めて出会う図書館で

す。より多くの子どもたちの読書人生に良い影響を与えるためにも学校

図書館の活用は最も重要です。 

児童・生徒が自主的に読書に親しむことができる、読書センターとして

の機能を一層充実し整備することや、また、授業に役立つことはもちろん、

子どもたちの読書への関心をかき立てることができるような新しい本が、

豊富に備えられていなければなりません。さらに、居心地のいい快適な空

間を提供することや、子どもと本を繋ぐ人の配置が不可欠です。 

（４）子どもセンター・学童保育クラブ  

子どもセンター・学童保育クラブは、子どもたちが自由に本を読めるよ

うに、図書館の団体貸出などを利用して資料充実を図ります。また、子ど

もセンターでの図書館資料の受け渡しについても連携を検討していきま

す。「おはなし会」などボランティアや地域の協力を得た取組を進めます。   

（５）高等学校 

   生徒が、読書に関心を持つように新刊図書案内を配布したり、インタ

ーネットを用いての本の検索などを案内します。 

図書館のヤング･アダルトサービスや、中高校生への働きかけを館の活

動の一つに据えている文学館の事業とも連携し、もっとも多感な世代が

本との豊かな出会いを持てるようにします。 

（６）子どもに関わる全年代の施設 

   子どもに関わる全年代の施設は、図書館の団体貸出などを積極的に利

用して資料の充実を図ります。ボランティアの協力を得て、おはなし会な

どの取組を進めます。 
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第６章 計画の取組 

 １ 重点的取組 

   国や都の計画との連携を基礎に第二次計画の課題であった連携事業をさ

らに充実、強化していくことや学校間格差を解消することなどを重点的取

組として推進します。 

 

（１）地域での連携事業の充実 

図書館と関連施設との連携を強化し、子どもたちがより身近に本に親し 

める環境整備を推進します。2015 年度に開館する忠生図書館は、第三次計

画のモデル図書館として近隣に学校や子どもセンターなど子どもの生活

に密接した施設が多い環境を活かし図書館内で行っているおはなし会や

ブックトーク等の読書推進事業を展開していきます（取組番号３・６・７・

１８）。その成功例の他地域での実施や各地域での関連施設相互の複合的

な連携を検討していきます。 

 

（２）学校での取組の強化 

全ての市立小・中学校において教育課程「指導の重点」へ読書活動につ

いて明記（取組番号１５）し、それぞれ特色ある読書活動に取り組み、強

化していきます。また、新たに学校から家庭への働きかけとして『家庭学

習の手引き』を作成（取組番号２５）し、市立小・中学校に通う全児童・

生徒の家庭への配布を通じて、読書習慣の確立を啓発します。他にも図書

指導員が司書教諭等と連携して、『学校図書館充実ハンドブック』の活用

（取組番号１９）を始め、図書資料の充実（取組番号２０）など、環境整

備、子どもへの働きかけ等の多様な活動の充実を図ります。 

  

 （３）オリンピック・パラリンピック教育支援、書評合戦の普及啓発支援 

    学校で行われるオリンピック・パラリンピック教育の支援をするため、 

調べ学習に対応した図書資料の充実等を図ります（取組番号１６・２０）。 

また、国や都が推奨している書評合戦（ビブリオバトル）の普及啓発の 

ため、必要な図書資料の充実や周知イベントの開催（取組番号９）等を 

実施します。 

 

 ２ 取組一覧表（別紙） 

    
  

３ 子どもの読書活動推進のための取組（個別シート：別紙） 



取組名称 計画対象 取組内容 通し番号

図書館でのおはなし会
乳幼児
小学生

乳幼児向けおはなし会・児童向けおはなし会を行
う。乳幼児向けおはなし会参加者が児童向けおは
なし会に継続参加してもらえるような魅力あるプロ
グラム作りを検討し実施する。

1

地域子育て相談セン
ターでのおはなし会
(事業名：子育てひろば
事業)

乳幼児

地域子育て相談センターでは、地域の子育て支援
として、子育て家庭の交流の場となる様々な子育
てひろばを実施する。その一つとして乳幼児向け
おはなし会を、絵本や紙芝居の読み聞かせを中心
に行う。見て聞いて絵本の楽しさを味わえるよう
に、わかりやすい絵本を提供しながら取り組む。

2

学童保育クラブ、子ども
センターでのおはなし会

乳幼児
小学生

学童保育クラブ、子どもセンターでのおはなし会を
継続するとともに、地域へのＰＲを図る。 3

自由民権資料館でのお
はなし会

乳幼児
小学生
中学生

町田の郷土史に興味を持ってもらうために、「町田
の民話」等のおはなし会や紙芝居等を実施する。 4

生涯学習センターでの
おはなし会

乳幼児
「きしゃポッポ」などの保育を伴う事業において、読
み聞かせや絵本の紹介を行う。 5

健診時のおはなし会 乳幼児
親子のコミュニケーションや絵本に出会うきっかけ
作りを目的に、健診時の待ち時間を利用して絵本
の読み聞かせを行う。

6

ブ
ッ
ク

ト
ー
ク

ブックトークの充実
小学生
中学生

一つのテーマでいろいろなジャンルの本を紹介す
るブックトークを夏･冬休みなどに行う。より多くの
興味深い本を紹介できるよう職員のスキル向上を
図るとともに、子どもたちへのＰＲ強化に努める。

7

町田市ひなた村創作童
話コンクール

小学生
中学生
高校生

ひなた村条例4条(2)に基づく青少年の創作活動の
機会提供の一環として、子どもたちの豊かな人間
性を育むことを目的として行っている「ひなた村創
作童話事業」の充実を図る。

8

「一日図書館員」・「子ど
もまつり」・「図書館入門
講座」・「図書館の達人
養成講座」の実施

乳幼児
小学生
中学生
高校生

子どもが図書館や本に興味を持つようになるきっ
かけ作りとして、「一日図書館員」・「子どもまつり」・
「図書館入門講座」・「図書館の達人養成講座」を
開催する。引き続きＰＲを強化し、参加者の増加を
図る。

9

図書館見学の受入
小学生
中学生

子どもたちに図書館を知ってもらうため、学校と連
携して図書館見学の受入れ校を増やしていくととも
に、移動図書館「そよかぜ号」による学校訪問を行
う。

10

基本目標Ⅰ　　　◎子どもが本と出会うきっかけ作り

健康課

生涯学習総務課

図書館図書館

図書館

生涯学習センター

ひなた村

児童青少年課

お
は
な
し
会

担当課

お
は
な
し
会
・
ブ

ッ
ク
ト
ー

ク
以
外
の
子
ど

も
向
け
事
業

子育て支援課

図書館
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文学館での講座実施

乳幼児
小学生
中学生
高校生

文学館の特徴をいかした、子どもを対象にした講
座等を実施する。内容により積極的に庁内他部門
と連携を行い、共催を検討する。

文学館 11

マイ保育園登録時の絵
本配布
(事業名：マイ保育園事
業)

乳幼児

地域の未就園児子育て家庭の「かかりつけ窓口」
として実施している「マイ保育園事業」では、登録
の際に0歳のお子さんを持つ保護者に絵本を配布
している。絵本に関しては、図書館と連携して0歳
向けのものを選定している。

12

イベント等における本の
積極的活用

乳幼児
小学生
中学生
高校生

イベントや講座等を開催する際に、テーマや対象
にあった本を展示・紹介する。 13

14

学
校
へ
の
読
書

活
動

教育課程における読書
活動の明記

小学生
中学生

読書活動について教育課程「指導の重点」へ明記
し、市立小・中学校において特色ある読書活動に
取り組む。

学校・指導課 15

お
は
な
し
会
・
ブ

ッ
ク
ト
ー

ク

以
外
の
子
ど
も
向
け
事
業

子育て支援課

生涯学習センター

ブ
ッ
ク
リ
ス
ト

ブックリストの提供

乳幼児
小学生
中学生
高校生

子どもたちに本を紹介するために年代別ブックリス
トを作成し、連携課に配布協力をしてもらい、より
多くの子どもたちのもとへ届けるとともに、子ども関
係施設の選書の際に活用してもらう。
　・赤ちゃん向け「あかちゃんとたのしむえほん」の
提供
　・幼児向け「ほんのたからじま3・4・5さい」の提供
　・小学生向け「ようこそ本のたからじましん1ねん
せい」、「本のたからじま」1・2年生、3・4年生、5・6
年生、「みんなでよもう子どもの本」の提供
　・ヤングアダルト向け新刊図書案内「ＹＡ通信」の
提供

図書館
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取組名称 計画対象 取組内容 通し番号

図書館の児童資料の充
実

乳幼児
小学生
中学生
高校生

図書館において、子どもたちの興味関心や調べ学
習に対応できる蔵書構成、資料の充実に努めると
ともに、引き続き幅広いニーズに迅速に応えられる
よう、情報収集に努める。

16

公立保育園および地域
子育て相談センターで
の図書資料の充実
(事業名：保育園事業お
よび子育てひろば事業)

乳幼児

公立保育園では、在園の乳幼児を対象に、地域子育て
相談センターでは、地域の子育て家庭を対象にそれぞ
れ図書資料を用意する。本の購入だけではなく、図書
館の団体貸出や再利用本の受入れ等を利用しながら、
資料の充実を図る。また、希望に応じて、家庭への貸
出も行い、親子で絵本をゆっくり見ることができるように
する。

17

学童保育クラブ･子ども
センターでの図書資料
の充実

乳幼児
小学生
中学生
高校生

学童保育クラブ・子どもセンターは、図書館の団体
貸出や再利用本の受入れなどにより、資料の充実
を図る。

18

「学校図書館充実ハンド
ブック」の活用

小学生
中学生

「学校図書館充実ハンドブック」の活用により、市立
学校図書館の蔵書及び運営の充実を図る。 19

学校図書館の蔵書整備
小学生
中学生

学校図書館の蔵書を計画的に整備するため、2013年
度に「町田市立学校図書館蔵書整備計画作成指針」を
策定した。2014年度から2018年度までの5年間で、文部
科学省が定める学校図書館図書標準を全市立小・中
学校が達成できるよう、各校で作成した「学校図書館蔵
書整備計画」に基づき、学校図書館資料の充実を図
る。

20

学校図書館コンピュータ
システムの運用による
資料の有効活用

小学生
中学生

学校図書館コンピュータシステムの運用により、全市立
小･中学校が、統一的かつ適正な蔵書管理を行うととも
に、蔵書管理、貸出･返却、蔵書統計一覧等の作成等
の機能を十分に活用し、学校図書館資料の有効活用
を図れるよう支援する。

21

「子育てひろばカレン
ダー」の発行
(事業名：子育てひろば
事業)

乳幼児

保育園で実施している子育てひろばに関する情報
誌「子育てひろばカレンダー」に、図書館で開催し
ているおはなし会情報を掲載している。毎月25日
に発行し、市内約160箇所で配布している。

22

「生涯学習ＮＡＶＩ」の発
行

乳幼児
小学生
中学生
高校生

市民が参加できる講座・講演会、イベント情報を集
めた情報誌「生涯学習ＮＡＶＩ」の中で、読書や読み
聞かせに関する講座、おはなし会の情報を発信す
る。

23

「親と子のあそび場情
報」の発行

乳幼児
小学生

保護者が図書館を身近に感じ、及び就学前の子ど
もが絵本の読み聞かせなどを通じて本に興味を持
つきっかけとなるように、定期で実施する「おはなし
会」の記事を「親と子のあそび場情報」誌に掲載す
る。

24

「家庭学習の手引き」の
提供

小学生
中学生

「家庭学習の手引き」を市立小・中学校に通う全児
童・生徒の家庭へ提供し、読書習慣の確立を啓発
する。

25

基本目標Ⅱ　　　◎いつでも身近なところに本がある環境作り

保
護
者
に
向
け
た
読
書
情
報
の
発
信

担当課

学校・指導課

子育て支援課

生涯学習センター

子ども総務課

学校・指導課

学校・
教育総務課・
指導課

図書館

図
書
資
料
の
充
実

子育て支援課

学校・
教育総務課・
指導課・
教育センター

児童青少年課
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取組名称 計画対象 取組内容 通し番号

保護者向け絵本の読み
聞かせ講座の実施

乳幼児
小学生

保育園・幼稚園や小学校で読み聞かせを行ってい
る保護者に対して、絵本の読み聞かせ講座を実施
する。充実した講座にするため、引き続き職員間で
スキルの共有と向上を図る。

図書館 26

児童文学講座の実施

乳幼児
小学生
中学生
高校生

児童文学に関する講座等を行う。 文学館 27

学校図書館運営の研修
小学生
中学生

図書指導員が司書教諭と連携して、蔵書管理や環
境整備、子どもへの働きかけ等の多様な活動の充
実を図る。

28

図書指導員・司書教諭
への図書館研修

小学生
中学生

市立学校図書館に携わる職員（司書教諭・図書指
導員）の研修を充実させ、円滑な運営を図る。 29

新任教諭への図書館研
修

小学生
中学生

今後の授業に役立つよう、市立小・中学校の新任
教諭への図書館実地研修を行う。 30

図書館おはなし会ボラ
ンティアの養成

乳幼児
小学生

図書館のおはなし会で活動するボランティア養成
講座を開催する。引き続き新規のボランティアを養
成するとともに、講座修了者に対してフォローアッ
プの研修を検討し実施する。

図書館 31

文学館おはなし会ボラ
ンティアの養成

乳幼児
文学館事業のボランティアの技能をスキルアップ
する。

文学館 32

基本目標Ⅲ　　◎子どもの読書に関わる人の配置と育成

保
護
者
向
け
講
座

施
設
運
営
職
員
育
成
研
修

担当課

図書館

学校・指導課

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座

図書館
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連携課

基本目標

計画対象

取組内容

連携課

基本目標

計画対象

取組内容

地域子育て相談センターでのおはなし会
取組名称

担当課 子育て支援課

様々な方法でPRしながら、
公立保育園5箇所に併設す
る各地域子育て相談セン
ターで、図書館職員やボラン
ティアと連携を図りながら、
地域の子育て親子に向けて
おはなし会を継続実施する。

天候によって、参加者数が
大きく変わり、人数によって
は、乳幼児が絵本を近くで見
ることが難しいときがある。

引き続き、乳幼児が楽しめる
絵本を選定しながら、おはな
し会を開催していく。

子どもが本と出会うきっかけ作り

2015年3月までの現況 課　題 今後の方針

乳幼児

子どもが本と出会うきっかけ作り

乳幼児・小学生

2

地域子育て相談センターでは、地域の子育て支援として、子育て家庭の交流の場とな
る様々な子育てひろばを実施する。その一つとして開催される乳幼児向けおはなし会
を、絵本や紙芝居の読み聞かせを中心に行う。見て聞いて絵本の楽しさを味わえるよ
うに、わかりやすい絵本を提供しながら取り組む。事業目標：地域の子育て家庭に対
する子育て支援及び次の子育て世代の育成を図り、もって地域全体で子育てを支援
する基盤の形成に資することを目的とする

今後の方針

乳幼児向けおはなし会は参
加者が多いが、児童向けお
はなし会へ参加する子が少
ない。

発達段階にあったおはなし
会プログラムを検討し実施す
る。

図書館

おはなし会

担当課 図書館
おはなし会

図書館でのおはなし会1

各図書館で乳幼児向け、児
童向けのおはなし会を行っ
ている。

2015年3月までの現況 課　題

取組名称

乳幼児向けおはなし会・児童向けおはなし会を行う。乳幼児向けおはなし会参
加者が児童向けおはなし会に継続参加してもらえるような魅力あるプログラム
作りを検討し実施する。
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連携課

基本目標

計画対象

取組内容

連携課

基本目標

計画対象

取組内容

自由民権資料館において、
夏休みや資料館まつりの際
に、子ども向けおはなし会を
開催している。

民話等の題材選定をボラン
ティアにお任せしているが、
毎回異なる内容になるよう、
自由民権資料館でも活用資
料の研究と選定が必要であ
る。

資料選定については図書館
と連携をし、ボランティアに協
力を依頼しつつ、事業を継続
していく。

今後の方針

市民へのＰＲが不足してい
る。

おはなし会の継続と地域へ
のＰＲを図る。

子どもが本と出会うきっかけ作り

3

学童保育クラブでは児童へ
のおはなし会、子どもセン
ターでは市民に向けた「幼児
向けおはなし会」を行ってい
る。

2015年3月までの現況 課　題

取組名称

学童保育クラブ、子どもセンターでのおはなし会を継続するとともに、地域への
ＰＲを図る。

子どもが本と出会うきっかけ作り

乳幼児・小学生

図書館

おはなし会

4

町田の郷土史に興味を持ってもらうために、「町田の民話」等のおはなし会や
紙芝居等を実施する。

2015年3月までの現況 課　題 今後の方針

取組名称

図書館

乳幼児・小学生・中学生

担当課 児童青少年課

おはなし会

自由民権資料館でのおはなし会

担当課 生涯学習総務課

学童保育クラブ、子どもセンターでのおはなし会
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連携課

基本目標

計画対象

取組内容

連携課

基本目標

計画対象

取組内容

3歳児健診において、ボラン
ティアグループにおける読み
聞かせを実施。

全ての健診会場で絵本の読
み聞かせが実施できていな
い。

忠生市民センターでの読み
聞かせの実施に向けて検討
する。図書の貸し出しなど忠
生図書館との連携を図る。

今後の方針

絵本の数が限られているた
め、より内容を充実させるた
めには、図書館との連携を
深めていく必要がある。

図書館から本を借りるなどし
ながら、引き続き実施する。

子どもが本と出会うきっかけ作り

5

定期的に実施した。「パパと
一緒にきしゃポッポ」で、0・1
歳児の父親を対象に、絵本
の読み聞かせ会を実施し
た。

2015年3月までの現況 課　題

取組名称

「きしゃポッポ」などの保育を伴う事業において、読み聞かせや絵本の紹介を行
う。

子どもが本と出会うきっかけ作り

乳幼児

図書館

おはなし会

6

親子のコミュニケーションや絵本に出会うきっかけ作りを目的に、健診時の待ち
時間を利用して絵本の読み聞かせを行う。

2015年3月までの現況 課　題 今後の方針

取組名称

図書館

乳幼児

担当課 生涯学習センター

おはなし会

健診時のおはなし会

担当課 健康課

生涯学習センターでのおはなし会
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連携課

基本目標

計画対象

取組内容

連携課

基本目標

計画対象

取組内容

ひなた村は、市内在住･在学
の小中高生から作品を募集
し､創作童話のコンクールを
行なっている。近年は毎年約
350作品の応募がある。

学校ごとに取り組み方が異
なるためか、応募数に偏りが
みられる。より多くの市民に
知っていただき、参加してい
ただきたい。

学校や各施設との連携をは
かり、ＰＲに努め、更に広く市
民に知られる事業としてい
く。

子どもが本と出会うきっかけ作り

2015年3月までの現況 課　題 今後の方針

ひなた村条例4条(2)に基づく青少年の創作活動の機会提供の一環として、子
どもたちの豊かな人間性を育むことを目的として行っている「ひなた村創作童
話事業」の充実を図る。

小学生・中学生・高校生

学校

おはなし会・ブックトーク以外の子ども向け事業

町田市ひなた村創作童話コンクール　

担当課

取組名称8

一つのテーマでいろいろなジャンルの本を紹介するブックトークを夏・冬休みな
どに行う。より多くの興味深い本を紹介できるよう、職員のスキル向上を図ると
ともに、子どもたちへのＰＲ強化に努める。

子どもが本と出会うきっかけ作り

小学生・中学生

ひなた村

ブックトークの充実

担当課 図書館

ブックトークを未実施の館が
ある。
また、ＰＲが不足している。

今後の方針

全館で実施する。
普及に向けたブックトークの
ノウハウ共有とスキル向上を
図る。
より効果的なＰＲに努める。

7

学校の長期休業日に合わせ
てブックトークを行っている。
また、学校への出張ブック
トークも行っている。

2015年3月までの現況 課　題

取組名称

ブックトーク
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連携課

基本目標

計画対象

取組内容

連携課

基本目標

計画対象

取組内容

図書館

おはなし会・ブックトーク以外の子ども向け事業

図書館見学の受入れ

担当課 図書館

おはなし会・ブックトーク以外の子ども向け事業

「一日図書館員」・「子どもまつり」・「図書館入門
講座」・「図書館の達人講座」の実施

小学校の図書館見学・中学
二年生の職場体験を受入れ
ている。

情報交換と周知が不足して
いるため、限られた学校の利
用にとどまっている。

教諭への図書館実地研修の
際などに図書館見学の受入
れをＰＲするとともに、受入態
勢の整備を行う。

今後の方針

子どもたちが図書館に親し
むきっかけ作りとして有効で
あるが、周知が不十分であ
る。

通年の催しとして定着させる
ために、ＰＲの強化に努め
る。

子どもが本と出会うきっかけ作り

9

夏休みには図書館業務を体験して
もらう「一日図書館員」・「図書館入
門講座バックヤードツアー」・「図書
館の達人養成講座」、春休みには
‘まちだとしょかん子どもまつり実
行委員会’主催、町田市立図書館
共催の「まちだとしょかん子どもま
つり　－本はともだち－」を実施し
ている。

2015年3月までの現況 課　題

取組名称

子どもが図書館や本に興味を持つようになるきっかけ作りとして、「一日図書館
員」・「子どもまつり」・「図書館入門講座」・「図書館の達人養成講座」を開催す
る。引き続きＰＲを強化し、参加者の増加を図る。

子どもが本と出会うきっかけ作り

乳幼児・小学生・中学生・高校生

担当課

10

子どもたちに図書館を知ってもらうため、学校と連携して図書館見学の受入れ
校を増やしていくとともに、移動図書館「そよかぜ号」による学校訪問を行う。

2015年3月までの現況 課　題 今後の方針

取組名称

学校

小学生・中学生
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連携課

基本目標

計画対象

取組内容

連携課

基本目標

計画対象

取組内容

2014年4月からの新規事業
であり、保護者の登録状況
などを把握しながら進める。

事業の継続実施に向けて、
課題を把握し検討していく。

子どもが本と出会うきっかけ作り

2015年3月までの現況 課　題 今後の方針

地域の未就園児子育て家庭の「かかりつけ窓口」として「マイ保育園事業」を実施し、
その登録の際に0歳のお子さんを持つ保護者に絵本を配布する。絵本に関しては、図
書館と連携して0歳向けのものを選定する。(事業目標：児童の保護者に対し、当該保
護者の自宅に近接する認可保育所がマイ保育園事業を実施することにより、子育て
家庭に対する継続的な育児支援を図り、もって児童福祉の向上に寄与することを目的
とする)

乳幼児

図書館

おはなし会・ブックトーク以外の子ども向け事業

マイ保育園登録時の絵本配布

担当課

取組名称12

文学館の特徴をいかした、子どもを対象にした講座等を実施する。内容により
積極的に庁内他部門と連携を行い、共催を検討する。

子どもが本と出会うきっかけ作り

乳幼児・小学生・中学生・高校生

庁内他部門

子育て支援課

文学館での講座開催

担当課 文学館

文学館事業へ中高生が参加
してもらえるような工夫が必
要である。
庁内他部門との連携を事業
内容によって模索する必要
がある。

今後の方針

文学館学習事業の目標の一
つとして「0歳児から高齢者ま
で、各年代に応じたバラエ
ティに富んだ事業を行う。」と
定めている。
文学館展示事業のうち、夏
季展については子どもに向
けた展覧会を企画する。

11

文学館学習事業、文学館展
示事業において、子どもを対
象とした講座等を行ってい
る。
交通事業推進課との共催事
業として「子ども俳句」事業
の成果を「まちっこ」に掲出
する活動を行っている。

2015年3月までの現況 課　題

取組名称

おはなし会・ブックトーク以外の子ども向け事業
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連携課

基本目標

計画対象

取組内容

連携課

基本目標

計画対象

取組内容

生涯学習センター

ブックリスト

ブックリストの提供

担当課 図書館

おはなし会・ブックトーク以外の子ども向け事業

イベント等における本の積極的活用

年代別ブックリストを作成し、
提供している。

赤ちゃん向け、幼児向けリス
トについては配布先を開拓
する余地がある。また、子ど
も関係施設へのリスト活用方
法の周知が不十分である。

リストの新たな配布先を検討
するとともに、ブックリストの
効果的な活用方法をＰＲす
る。

今後の方針

日頃から、イベント・講座等
の情報共有を図書館と図っ
ていく必要がある。

図書館と連携しながら、引き
続き実施する。

子どもが本と出会うきっかけ作り

13

平和祈念展において、図書
館から戦争や平和に関する
本を借用し、展示するコー
ナーを設けた。

2015年3月までの現況 課　題

取組名称

イベントや講座等を開催する際に、テーマや対象にあった本を展示・紹介する。

子どもが本と出会うきっかけ作り

乳幼児・小学生・中学生・高校生

図書館

担当課

14

子どもたちに本を紹介するために年代別ブックリストを作成し、連携課に配布協力をしてもら
い、より多くの子どもたちのもとへ届けるとともに、子ども関係施設の選書の際に活用してもら
う。
　赤ちゃん向け｢あかちゃんとたのしむえほん｣
　幼児向け｢ほんのたからじま3・4・5さい｣
　小学生向け｢ようこそ本のたからじましん1ねんせい｣
　　　　　　　　 ｢本のたからじま｣1・2年生、3・4年生、5・6年生
　　　　　　　 　｢みんなでよもう子どもの本｣
　ヤングアダルト向け新刊図書案内｢ＹＡ通信｣

2015年3月までの現況 課　題 今後の方針

取組名称

子育て支援課・健康課・学校

乳幼児・小学生・中学生・高校生
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連携課

基本目標

計画対象

取組内容

連携課

基本目標

計画対象

取組内容

調べ学習に対応できる蔵書
構成、資料の充実に努めて
いる。

幅広いニーズに対応しきれ
ない面がある。

日々のフロアーワークなどか
ら意見収集を行い、さらなる
蔵書構成の充実に努める。

いつでも身近なところに本がある環境作り

2015年3月までの現況 課　題 今後の方針

図書館において、子どもたちの興味関心や調べ学習に対応できる蔵書構成、
資料の充実に努めるとともに、引き続き幅広いニーズに迅速に応えられるよ
う、情報収集に努める。

乳幼児・小学生・中学生・高校生

図書資料の充実

図書館の児童資料の充実

担当課

取組名称16

読書活動について教育課程「指導の重点」へ明記し、市立小・中学校において
特色ある読書活動に取り組む。

子どもが本と出会うきっかけ作り

小学生・中学生

図書館

教育課程における読書活動の明記

担当課 学校・指導課

教育課程における読書活動
の位置付けは学校によって
差があり、読書活動の取組
状況も学校によって差があ
る。

今後の方針

全小・中学校が、教育課程に
特色ある読書活動を位置付
け、特色ある読書活動に取り
組んでいく。

15

特色ある読書活動に取り組
んでいる学校
　小学校 42校
　中学校 20校

2015年3月までの現況 課　題

取組名称

学校への読書活動
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連携課

基本目標

計画対象

取組内容

連携課

基本目標

計画対象

取組内容

子育て支援課

図書資料の充実

学童保育クラブ･子どもセンターの図書資料の充
実

担当課 児童青少年課

図書資料の充実

公立保育園および地域子育て相談センターの図
書資料の充実

施設の図書を充実させたい
との声が多い。再利用本は、
受入時に程度･内容により選
んでいる。団体貸出は、あま
り利用していない。

再利用本は再利用できる期
間・対象年齢等、計画的な受
入ができていない。団体貸出
は「本選び」が難しく、多くの
図書を一度に借りにくい。

再利用本の受入にあたって
は、事前にリスト等で選定
し、年代別に計画的に受入
れる。団体貸出は、年代別
のおすすめ等を、ある程度
パッケージ化することで、利
用の促進を図る。

今後の方針

乳幼児に絵本の取り扱いに
ついて繰り返し伝えていく中
で、絵本を大切にしようとす
る気持ちを育てていく。

引き続き、絵本の状況確認
を行いながら、必要に応じて
本の購入や図書館の再利用
本活用で資料の充実を図
る。また図書館の団体貸出
もあわせて利用する。

いつでも身近なところに本がある環境作り

17

絵本の利用年数や状態、量
などを振り返り、必要に応じ
て本の購入や図書館の再利
用本を活用しながら、資料の
充実を図る。図書館の団体
貸出もあわせて利用する。

2015年3月までの現況 課　題

取組名称

公立保育園では、在園の乳幼児を対象に、地域子育て相談センターでは、地域の子
育て家庭を対象にそれぞれ図書資料を用意する。本の購入だけではなく、図書館の
団体貸出や再利用本の受入れ等を利用しながら、資料の充実を図る。また、希望に
応じて、家庭への貸出も行い、親子で絵本をゆっくり見ることができるようにする。(公
立保育園⇒事業目標：保育所保育指針に基づき事業を実施、地域子育て相談セン
ター⇒事業目標：地域の子育て家庭に対する子育て支援及び次の子育て世代の育成
を図り、もって地域全体で子育てを支援する基盤の形成に資することを目的とする)

いつでも身近なところに本がある環境作り

乳幼児

図書館

担当課

18

学童保育クラブ・子どもセンターは、図書館の団体貸出や再利用本の受入れな
どにより、資料の充実を図る。

2015年3月までの現況 課　題 今後の方針

取組名称

図書館

乳幼児・小学生・中学生・高校生
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連携課

基本目標

計画対象

取組内容

連携課

基本目標

計画対象

取組内容

各校で作成した「学校図書館
蔵書整備計画」の進捗確認
を行うとともに、各校は、学
校図書館図書標準達成でき
るよう、学校図書館資料の充
実に向けた取組を行ってい
る。

学校図書館標準達成率に達
成している校数が、2014年3
月現在で小学校42校中24
校、中学校20校中3校に留
まっている。

継続的な学校図書館資料の
充実を図るとともに、学校図
書館図書標準を全市立小・
中学校で達成できるよう、
「学校図書館蔵書整備計画」
の実行及び推進・進捗管理・
支援を行う。

いつでも身近なところに本がある環境作り

2015年3月までの現況 課　題 今後の方針

学校図書館の蔵書を計画的に整備するため、2013年度に「町田市立学校図書
館蔵書整備計画作成指針」を策定した。2014年度から2018年度までの5年間
で、文部科学省が定める学校図書館図書標準を全市立小・中学校が達成でき
るよう、各校で作成した「学校図書館蔵書整備計画」に基づき、学校図書館資
料の充実を図る。

小学生・中学生

図書資料の充実

学校図書館の蔵書整備

担当課

取組名称20

「学校図書館充実ハンドブック」の活用により、市立学校図書館の蔵書及び運
営の充実を図る。

いつでも身近なところに本がある環境作り

小学生・中学生

学校・教育総務課・指導課

「学校図書館充実ハンドブック」の活用

担当課 学校・指導課

学校によって活用状況に差
がある。

今後の方針

活用状況を把握するとともに
研修等の内容に反映させ、
普及・啓発を図っていく。

19

市立小・中学校及び市立図
書館に配布している。

2015年3月までの現況 課　題

取組名称

図書資料の充実
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連携課

基本目標

計画対象

取組内容

連携課

基本目標

計画対象

取組内容

学校・教育総務課・
指導課・教育センター

保護者に向けた読書情報の発信

「子育てひろばカレンダー」の発行

担当課 子育て支援課

図書資料の充実

学校図書館コンピュータシステムの運用による
資料の有効活用

図書館の年間予定に基づ
き、市内を5地域に分け、そ
れぞれの図書館でのおはな
し会情報を掲載している。

情報誌に掲載する施設が増
えているため、内容をわかり
やすく伝える工夫が必要で
ある。

引き続き、連絡を取りなが
ら、情報を掲載していく。

今後の方針

全校で学校図書館コン
ピュータシステムの活用状況
にばらつきがある。

作成したマニュアルを検証及
び見直しを行い、全校が統
一的な運用ができるよう支援
する。また、学校図書館コン
ピュータシステムを十分に活
用し、さらなる学校図書館資
料の有効活用を図る。

いつでも身近なところに本がある環境作り

21

全校で統一的なシステムの
運用ができるよう作成したマ
ニュアルが完成している。

2015年3月までの現況 課　題

取組名称

学校図書館コンピュータシステムの運用により、全市立小･中学校が、統一的
かつ適正な蔵書管理を行うとともに、蔵書管理、貸出･返却、蔵書統計一覧等
の作成等の機能を十分に活用し、学校図書館資料の有効活用を図れるよう支
援する。

いつでも身近なところに本がある環境作り

小学生・中学生

担当課

22

保育園で実施している子育てひろばに関する情報誌「子育てひろばカレン
ダー」に、図書館で開催しているおはなし会情報を掲載している。毎月25日に
発行し、市内約160箇所で配布している。(事業目標：地域の子育て家庭に対す
る子育て支援及び次の子育て世代の育成を図り、もって地域全体で子育てを
支援する基盤の形成に資することを目的とする)

2015年3月までの現況 課　題 今後の方針

取組名称

図書館

乳幼児

24



連携課

基本目標

計画対象

取組内容

連携課

基本目標

計画対象

取組内容

定期のおはなし会に関する
情報を冊子に掲載している。

年1回発行の冊子であり、不
定期の情報をリアルタイムで
保護者に発信するのは困難
である。

読書情報を保護者に周知す
るため、冊子に図書館の情
報などにリンクするQRコード
を掲載し、携帯電話やスマー
トフォンなどを活用した情報
発信を検討していく。

いつでも身近なところに本がある環境作り

2015年3月までの現況 課　題 今後の方針

保護者が図書館を身近に感じ、及び就学前の子どもが絵本の読み聞かせなど
を通じて本に興味を持つきっかけとなるように、定期で実施する「おはなし会」
の記事を「親と子のあそび場情報」誌に掲載する。

乳幼児・小学生

図書館

保護者に向けた読書情報の発信

「親と子のあそび場情報」の発行

担当課

取組名称24

市民が参加できる講座・講演会、イベント情報を集めた情報誌「生涯学習ＮＡＶ
Ｉ」の中で、読書や読み聞かせに関する講座、おはなし会の情報を発信する。

いつでも身近なところに本がある環境作り

乳幼児・小学生・中学生・高校生

図書館

子ども総務課

「生涯学習ＮＡＶＩ」の発行

担当課 生涯学習センター

「生涯学習ＮＡＶＩ」をより多く
の人に読んでもらい、幅広い
世代に読書情報を届ける必
要がある。

今後の方針

読書や読み聞かせ、おはな
し会の開催情報だけでなく、
体験レポートなどを通じて読
書情報を分かりやすく発信し
ていく。

23

「生涯学習ＮＡＶＩ」を年4回発
行し、おはなし会等の情報を
随時発信している。

2015年3月までの現況 課　題

取組名称

保護者に向けた読書情報の発信

25



連携課

基本目標

計画対象

取組内容

連携課

基本目標

計画対象

取組内容

学校・指導課

保護者向け講座

保護者向け絵本の読み聞かせ講座の実施

担当課 図書館

保護者に向けた読書情報の発信

「家庭学習の手引き」の提供

学校や保育園等に出向き、
ＰＴＡ等主催の「絵本の読み
聞かせ講座」を行っている。

需要に対して、人的・物理的
に調整が難しい面がある。

より多くの需要に効率的に応
えられるよう、職員のスキル
の共有と向上を図る。

今後の方針

各学校の取組状況に差があ
る。

全家庭に「家庭学習の手引
き」を作成し、配布していく。

子どもの読書に関わる人の配置と育成

25

家庭への啓発は各学校が必
要に応じて取り組んでいる。

2015年3月までの現況 課　題

取組名称

「家庭学習の手引き」を作成し、市立小・中学校に通う全児童・生徒の家庭への
配布を通じて、読書習慣の確立を啓発する。

いつでも身近なところに本がある環境作り

小学生・中学生

担当課

26

保育園・幼稚園や小学校で読み聞かせを行っている保護者に対して、絵本の
読み聞かせ講座を実施する。充実した講座にするため、引き続き職員間でスキ
ルの共有と向上を図る。

2015年3月までの現況 課　題 今後の方針

取組名称

乳幼児・小学生

26



連携課

基本目標

計画対象

取組内容

連携課

基本目標

計画対象

取組内容

保護者向け講座

今後の方針

小学生・中学生

図書館

乳幼児・小学生・中学生・高校生

施設運営職員育成研修

学校図書館運営の研修28

27

文学館学習事業において、
児童文学講座を行っている。
育児中の保護者のために
「保育付き」とする配慮をして
いる。

2015年3月までの現況

取組名称

取組名称

児童文学への理解を深める
ことにより、個人の読書行動
や子どもの読書に関わる活
動に寄与する。

課　題

担当課 学校・指導課

2015年3月までの現況 課　題

今後の方針

児童文学講座・保育付き講
座の回数はそれほど多くな
いため、参加者も限定されて
しまっている。

図書指導員が司書教諭等と連携して、蔵書管理や環境整備、子どもへの働き
かけ等の多様な活動の充実を図る。

図書指導員を確保しつつ、
勤務日数等の労働環境の整
備を通じて、多様な業務に従
事できるように啓発していく。

文学館

図書指導員は、全校、年間
35週、週5配置し、蔵書管
理、環境整備、子供への働
きかけを行っている。

図書指導員の確保と、専門
性や意欲を向上させること。

子どもの読書に関わる人の配置と育成

児童文学に関する講座等を行う。

子どもの読書に関わる人の配置と育成

児童文学講座の実施

担当課

27



連携課

基本目標

計画対象

取組内容

連携課

基本目標

計画対象

取組内容

学校・指導課

施設運営職員育成研修

新任教諭への図書館研修

担当課 学校・指導課

施設運営職員育成研修

図書指導員、司書教諭への図書館研修

中央図書館が実施している
研修会に全1年次教諭が1単
位時間参加している。

専門性が十分でなく、研修を
通じて専門性を深める必要
がある。

研修を通して、専門性が深ま
るように啓発していく。

今後の方針

受講者の経験年数等によっ
て多様なニーズが存在す
る。

経験年数に応じた実践的な
研修を行うとともに、図書指
導員同士の情報交換を活発
にしていく。

子どもの読書に関わる人の配置と育成

29

年間3回の研修を行ってい
る。
中央図書館や文学館と連携
した研修を行っている。

2015年3月までの現況 課　題

取組名称

市立学校図書館に携わる職員（司書教諭・図書指導員等）の研修を充実させ、
円滑な運営を図る。

子どもの読書に関わる人の配置と育成

小学生・中学生

図書館

担当課

30

今後の授業に役立つよう、市立小・中学校の新任教諭への図書館実地研修を
行う。

2015年3月までの現況 課　題 今後の方針

取組名称

図書館

小学生・中学生

28



連携課

基本目標

計画対象

取組内容

連携課

基本目標

計画対象

取組内容

文学館学習事業において「ち
ちんぷいぷい支援隊」メン
バーに対し、反省・意見交
換・次回プログラム作成のた
めの会議を年8回、研修を年
2回開催している。

研修は、主にわらべうた・読
み聞かせについて行ってい
るが、他の内容はあまり行っ
ていない。

｢ちちんぷいぷい支援隊｣メン
バーの更なるレベルアップを
図るための研修を継続して
行う。
メンバー以外の子どもの読
書に関わる人も研修に参加
してもらう。

子どもの読書に関わる人の配置と育成

2015年3月までの現況 課　題 今後の方針

文学館事業のボランティアの技能をスキルアップする。

乳幼児

ボランティア育成講座

文学館おはなし会ボランティアの養成

担当課

取組名称32

図書館のおはなし会で活動するボランティア養成講座を開催する。引き続き新
規のボランティアを養成するとともに、講座修了者に対してフォローアップの研
修を検討し実施する。

子どもの読書に関わる人の配置と育成

乳幼児・小学生

文学館

図書館おはなし会ボランティアの養成

担当課 図書館

養成講座修了後、ボランティ
アのレベルアップの機会が
少ない。

今後の方針

ボランティアの更なるレベル
アップのため、フォローアップ
研修を検討し実施する。

31

乳幼児向けおはなし会のボ
ランティアと語り手のボラン
ティアを養成する講座を開催
している。

2015年3月までの現況 課　題

取組名称

ボランティア育成講座

29
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